
石綿使用建築物の多くはこれから耐用年数を迎え、解体棟数・改修棟数の増加が予想されます。 

しかしながら、解体・改修工事に関連する法規制や石綿調査に関する資格、石綿の分析方法などは様々であり、 

対応に苦慮されることが予想されます。 

今回はこれらの内容を簡潔にまとめて解説いたします。 

キリトリ線 

アスベスト調査セミナー 参加申込書 

参加者1名につき、1枚のご提出をお願いいたします。 

 申込締切 2019年2月22日(金) 

フリガナ 会社名 

氏名 部署名 

住所 

E-mail 

TEL FAX 

FAX送信先 026-272-3588 メールでの申し込みはこちら 
   seminar＠dksiken.co.jp 

開催日時 2019年2月26日（火） 13：30～15：30 （受付開始 13：00～） 

会 場 
株式会社 土木管理総合試験所 東日本試験センター 

〒983-0035 宮城県仙台市宮城野区日の出町1-6-16 

駐車場  有 

講 師 株式会社 土木管理総合試験所 環境部 漆畑 智 

内 容 

・石綿規制の推移、 関連する法規制、石綿則に基づく措置の流れ、調査資格 

・石綿分析方法 

・建築用仕上塗材について 

・事前調査について 

・近年の政策動向等 

参加費用 無料 

CPDS 2ユニット申請中 （ 注：社内研修扱いとなります。） 

申込期限 2019年2月22日（金） 

その他 
・ユニット申請ご希望の方は当日CPDS技術者証をお持ちください。 

・館内禁煙にご協力をお願い申し上げます。 

お問い合わせ TEL 026-462-0416  （担当：松山） 

定 員 25名 

DK技術セミナーのご案内 
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